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「御
おん

同
どう

朋
ぼう

の社
しゃ

会
かい

をめざす運
うん

動
どう

」（実
じっ

践
せん

運
うん

動
どう

） 
総合基本計画・重点プロジェクト

１．総合基本計画
「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）は、「あらゆる人々に阿

あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

の智
ち

慧
え

と慈
じ

悲
ひ

を伝え、もって自
じ

他
た

共
とも

に心豊かに生きることのできる社会の実現」（『宗制』）をめざし宗門（浄
土真宗本願寺派）全体で推進する運動です。

この運動は、「本
ほん

願
がん

を究
きゅう

極
きょく

の依
よ

りどころとして生きられた親
しん

鸞
らん

聖
しょう

人
にん

に学び、つねに全員が
聞
もん

法
ぼう

し全員が伝
でん

道
どう

して、わたくしと教団の体質を改め、差別をはじめとする社会の問題に積
極的にとりくみ、御同朋の社会をめざす」基

き

幹
かん

運
うん

動
どう

の成果と課題を踏まえ、さらにみ教えを
宗門内外に広く伝えていき、同朋教団として非戦・平和、差別・人権の問題に取り組みなが
ら、多様な活動をより広く実践していくことをめざして、2012（平成24）年４月から始動しま
した。

2016（平成28）年には、専
せん

如
にょ

門
もん

主
しゅ

は伝
でん

灯
とう

奉
ほう

告
こく

法
ほう

要
よう

に際し、ご親教『念仏者の生き方』におい
て「国の内外、あらゆる人びとに阿弥陀如来の智慧と慈悲を正しく、わかりやすく伝え、そ
のお心にかなうよう私たち一人ひとりが行動することにより、自他ともに心豊かに生きてい
くことのできる社会の実現に努めたいと思います。世界の幸せのため、実践運動の推進を通
し、ともに確かな歩みを進めてまいりましょう」とご教示され、『念仏者の生き方』が私た
ちの実践してきた「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）に通

つう

じるとお示しくださいま
した。

私たちは、阿弥陀如来の智慧の光
こう

明
みょう

に照てらされるとき、良いことは何一つできない、苦
しみの世界から抜け出せないということが徹底的に知らされてきます。それと同時に、その
ような私であるからこそ救わずにはおられない阿弥陀如来の慈悲に包

つつ

まれていることに気づ
かされ、自ずと大きな喜びと深い感謝の念に満たされます。そして、この私の日暮らしはい
まだこの世

よ

にある限りは、日々何かを為
な

しながら生きていることにも気づかされていきます。
私が為してきたことの結果がこの社会であり、その社会のあり方のゆえに苦しめられている
人々がいます。他人事としての苦しみがあるのではなく、まさしく私がその苦しみの原因の
一部を為しているという慚

ざん

愧
ぎ

の思いが伴
ともな

います。み教えに出
で

遇
あ

った喜びと、慚愧の思い、こ
こに、自分の生き方が、阿弥陀如来の慈悲によって生かされる私たちの姿が、新しく開かれ
てきます。
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『仏
ぶっ

説
せつ

無
む

量
りょう

寿
じゅ

経
きょう

』には、あらゆる世界に生きるすべてのいのちあるものが、阿弥陀如来の
はたらきによって分け隔

へだ

てなく救われていくことが示されています。親鸞聖人は、阿弥陀如
来の救いを依

よ

りどころとして、ともにお念仏を喜ぶ仲間を「とも同朋」「御
おん

同
どう

行
ぎょう

」と呼び、
世の中にあって苦しむ人々に対し「いし・かはら・つぶてのごとくなるわれらなり」とご自
身の上にとらえられて、ともに生き抜かれました。同朋とは、社会の最も弱き立場にあるも
のを顧

かえり

みてこそのものなのであり、それでこそ真
しん

の僧
さん

伽
が

が形成されていくことを教えてくだ
さいます。その親鸞聖人のお姿を鑑

かがみ

として、互いに支え合って生き抜いていくことが、まさ
しく私たち念仏者一人ひとりに問われているあり方といえるのでしょう。

私たちは、私たち自身がつくりあげてきたこの社会にあって、人権や平和という、ともに
生きるための課題がしっかりと共有されているかを確認することが大切でしょう。私たちに
は戦争に加

か

担
たん

し、差別を助
じょ

長
ちょう

してきた歴史があります。その歴史を遠い過去のものとしてし
まうのではなく、いまを生きる私たちの課題としていくことが重要です。そのことは、いま
も私たちが平和に背

そむ

き人権をないがしろにしている姿を明
あ

かしていきます。また、私たちは
異
こと

なる状況や環境のなかで、国や地域、性や家庭や職業、世代や時代というそれぞれの立場
にあって、特有の課題にも向き合いながら、ともに生きることを疎

そ

外
がい

し、いのちの共感を妨
さまた

げているものを、み教えに基づき、私たち一人ひとりがそれぞれに知らされ見抜いていくこ
ともさらに大切です。

現代社会は、他
た

者
しゃ

や自然を都合のいい道具や単なる手段の一部とみなす人間の本性が加速
し、多様な価値観を認め合えずに、互いに対立し合っているのではないでしょうか。続発す
る災害、エネルギーや環境の問題、経

けい

済
ざい

格
かく

差
さ

による貧困問題、自死・孤立、生きづらさや無
む

自
じ

覚
かく

の攻撃性、さらにはテロや武力紛争・戦争、差別を含む人権抑
よく

圧
あつ

などの様々な悲しみと
苦悩の現実があります。また、人口流動や家族形態の変化、過

か

疎
そ

や少子高齢化、子どもや若
者へのご縁づくり、国際的な伝道、法要や葬儀儀礼の簡略化など、様々な問題と課題に直

ちょく

面
めん

し、私たちの伝道活動がたいへん難しくなっています。

世の中における私たちのいのちの営
いとな

みと真実のみ教えの相
そう

続
ぞく

の前に山
さん

積
せき

する、こうした課
題に仏

ぶっ

法
ぽう

を依りどころとして立ち向かっていく具体的な実践によってこそ、「阿弥陀如来の
智慧と慈悲を伝え、もって自他共に心豊かに生きることのできる社会」が実現されていきま
す。専如門主は、こうしてご本願に生かされて生きる私たちの姿について、「自分だけの安

あん

穏
のん

を願うような自己中心的な生き方から、人々の苦悩をともにしていく生き方への転換であ
り、そこから大

だい

智
ち

大
だい

悲
ひ

という如来のお徳
とく

を真実と仰
あお

ぎ、それに沿
そ

うよう努める念仏者の生き
方が開かれてきます」（『親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要御

ご

満
まん

座
ざ

の消息』）と
ご教示くださいました。私たちは宗門の英

えい

知
ち

を結集しながら、ともに「御同朋の社会をめざ
す運動」（実践運動）を更に推進いたしましょう。
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２．スローガン
｢御同朋の社会をめざす運動｣（実践運動）の主

しゅ

旨
し

を簡
かん

潔
けつ

に表したスローガンを掲げます。

　【結
む す

ぶ絆
きずな

から、広
ひ ろ

がるご縁
え ん

へ】

３．重点プロジェクト
（１）重点プロジェクトとは

「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）は、『宗制』に掲げる「自他共に心豊かに生き
ることのできる社会の実現に貢献する」という基本理念を体して、宗門を構成するすべての
人が参画し実践する運動です。

その推進の中、重点プロジェクトは、実践運動総合基本計画に基づき、社会への具体的な
貢献をめざして実践目標を定め、年限を区切って取り組むものです。

今期も、ご親教『念仏者の生き方』のお心を体した宗門全体の実践目標を〈貧
ひん

困
こん

の克
こく

服
ふく

に
向けて〜 D

ダ ー ナ

āna f
フォー

or W
ワ ー ル ド

orld P
ピ ー ス

eace 〜〉−子
こ

どもたちを育
はぐく

むために−に定め、宗門での一体感
を持って取り組むこれまでの方針を踏

とう

襲
しゅう

します。宗門のあらゆる人々が課題を共有し、各現
場が実践目標の達成をめざし、重点プロジェクトが充実したものとなるよう展開していきま
しょう。

その一方で、それぞれの現場においては、早急に取り組むべき課題は地域差もあり様々で
す。そのため、引き続き各教区（沖縄特区）・各組において独自に定めた実践目標を設定し
ていただくことも可能です。その場合は、独自に定めた実践目標にも取り組んでいただきな
がら、併せて宗門全体の実践目標である〈貧

ひん

困
こん

の克
こく

服
ふく

に向けて〜 D
ダーナ

āna f
フォー

or W
ワールド

orld P
ピース

eace 〜〉
−子

こ

どもたちを育
はぐく

むために−に取り組みましょう。
重点プロジェクトを推進するにあたり、僧侶・門信徒のさらなる積極性をもとに、仏教婦

人会や仏教壮年会、保育連盟、ビハーラ活動団体などの関係諸団体をはじめ、各々の地域の
福祉行政や民間団体との連携を図

はか

ることで、お互いの既
き

存
ぞん

の関係をより深いものにし、また、
新しい関係性を構

こう

築
ちく

していく事例も多くみられます。僧侶と門信徒がともに、み教えと人権・
平和への学びを深め、教学的課題と社会的課題へと向かい合い、個々の現場である寺院や組、
教区（沖縄特区）がよりいっそう活性化されるように、英知を持ち寄りましょう。

（２）宗門重点プロジェクトの実践目標

〈貧
ひん

困
こん

の克
こく

服
ふく

に向むけて〜 D
ダーナ

āna f
フォー

or W
ワールド

orld P
ピース

eace 〜〉�  
　　　　　　−子

こ

どもたちを育
はぐく

むために−

専如門主は、『念仏者の生き方』の中で、世界規模での人類の生存に関わる困難な問題の
一つとして、「経済格差」を指摘されています。世界的な経済格差は富の偏

へん

在
ざい

により深刻な
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貧困問題を引き起こし、実に多くの人々が貧困の状況におかれ悲しみ苦しんでおり、特に弱
い立場である子どもや高齢者がその影響を強く受けています。さらに、この経済格差がもた
らす貧困の問題は、紛争やテロを引き起こす大きな要素ともなっており、あらゆる人々が共
に心安らぐことのできる平和な世界を実現するためにも、積極的に克服すべき課題です。

宗門では、戦没者追悼法要をはじめ、戦後長く非戦平和への取り組みを進めてきました。
そして、2015（平成27）年の戦後70年を機

き

縁
えん

として、３年間にわたりあらためて平和への学び
を深めて、平和貢献策に関する議論を積み重ねました。それを踏まえ、公

こう

聴
ちょう

会
かい

などで様々な
意見をいただきました。そして、暴力・貧困・差別・不平等など戦争が起きる原因がない状
態としての平和をめざす観点に立ち、平和実現のために国内外の貧困の克服に取り組むこと
が、今後注

ちゅう

力
りょく

すべき課題であると総合的に判断しました。
また、「子どもの貧困」は、社会的に弱い立場にある子ども自身ではどうすることもでき

ない貧困です。そして、そうした貧困は、やがて次世代へと連鎖していく傾向があります。
念仏者として、子どもたちに寄り添うことが求められています。さらに、国際連合で S

エスディジーズ

DGs
（持続可能な開発目標）が採択され、「誰一人取り残さない」の理念のもと、貧困問題に取り
組んでいます。国内外の様々な組織が連携しつつ、その課題克服へ取り組む中で、宗教者に
向けられた期待は高まっています。

これらの現状を踏まえ、2018（平成30）年度より、宗門では、より多くの人や寺院が参画で
きる取り組みとして、〈貧

ひん

困
こん

の克
こく

服
ふく

に向むけて〜 D
ダーナ

āna f
フォー

or W
ワールド

orld P
ピース

eace 〜〉−子
こ

どもたちを
育
はぐく

むために−を重点プロジェクトの実践目標として定め、世界を視野に入れ長期的展望に立
ち、お釈

しゃ

迦
か

さま以来、仏教が大切にしてきた「布施」の精神をもとに、できることから実践し、
生存に関わる貧困・人権を侵害する見えにくい貧困の克服に、今後も継続して取り組みます。

2025（令和７）年に戦後80年を迎える今、いまだ世界中で戦争や紛争は絶えず、分断や対立
はますます深まり、格差・貧困が深刻な問題となっています。私たちの取り組みは、今まで
以上に重要になっているといえるでしょう。

（３）推進期間
2024（令和６）年度から2027（令和９）年度までの４年間

◇�宗派公式ウェブサイトから「総合基本計画・重点プロジェクト」・「実践事例」・「基幹運動
総括書」などのダウンロードができますので、ぜひご参照ください。
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